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ロー デ ンバ ック 『死 都 ブ リュー ジ ュ』 に

お け る民 族 性 の 問題

岩 本 和 了

ローデ ンバ ックの 「死都 ブリュージュ』 は、世紀末象徴主義芸術 の小説 ジャ

ンルにおける稀 な成功作 とも位 置づ けられ る。 しか し北国 フラ ン ドル地方の

古都 の陰諺 なイメー ジを余 りに もス テ レオ タイプ化 し単純 な 「異国趣味」 に

堕 して しま った一面 も持 ってい る。 筋だて も一見、三面記事的 なありふれ た

ものである。主人公 は死んだ妻の面影 を追 い求 め、妻 と瓜二 っの女優 に恋 し、

やが て幻滅 と嫉妬 に責 めさいな まれて この女優 を絞 め殺 す とい うものであ る。

しか るに、 なぜ この陳腐 な物語 が フランスの読者 に受 け入れ られ たのか。 ま

た対照 的に、 同国 のベルギー人 に は読まれなか ったのか。 ここには作家の民

族的 アイデ ンテ ィテ ィの問題 と、テ クス トの送 り手の問題が関係 して いると

思 われる。19世 紀 を通 じて フランス語 に よるベル ギー文学が 自 らの独 自性の

確立 を目指 して闘 い続 けて きた、到達点 の一 っの形を この テクス トに見 るこ

ともで きるのではないか。

象徴主義文学 の枠 内で様 々に論 じられて きた 『死都 ブ リュージュ」 にっ い

て、本稿 では とくに民族性 の問題 に視点 をお いて改めて検討 したいと思 う。

1パ リの読 者 へ

1898年12月25日 、 フ ランス象徴派詩人 の巨匠 マラルメのあ とを追 うように、

ローデ ンバ ックはパ リの地で早す ぎる死を迎 えた。 「火曜会」 を通 じての フ

ランス人文学者 たち、 とりわけマ ラル メとは親 密 な交流が あったことはよ く

知 られてお り、 それは ローデ ンバ ックに とって重 要な意義を持っ もので あっ

た。 そ こでまず作家 とフランス との拘 わ りを確認 す ることか ら始め たい。

ベルギーのガ ン(ゲ ン ト)大 学 で法学博士 号取 得後、23才 の ローデ ンバ ッ

クは法律事務研修 のため1878年 か ら1年 ほどパ リに滞在す る。 しか し法廷よ
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りも劇場 に足 しげ く通 い、詩作 品の雑誌寄稿や作家達 との交流 に情熱を傾 け、

む しろ文学 サー クルで名声 を得 てい く。その後ベル ギーの詩人達 一ヴ ァン ・

レルベルク、 エルスカ ン、 ヴェルハー レン、モ ッケル ら一が続 々と活動 の場

を求 めてパ リへ上 る ことを考 えれば、 ロー デ ンバ ックはその流れ の先鞭 をっ

けたと も言 えよ う。 ただ しパ リの空気 は彼 の肌 には合わず、一旦帰国 して ガ

ンの法律事 務所 に入 る。 そ して、 「若 きベル ギー」誌 の創刊号か らの寄稿者

となる。1885年 に ブ リュ ッセルのエ ドモ ン ・ピカールの招 きを受 けて その法

律事務所で働 くことになる。 ピカール は当時、ベル ギー法曹界の権力者で あ

る と同時に、『若 きベ ルギー』 誌 と対抗 しっっ共 に 「ベル ギー文芸 ル ネサ ン

ス」 を担 っていた 『現代芸術」誌 の主幹 で もあ った。 ローデ ンバ ックは後者

の雑誌 に も協力す る ことにな る。ω

1888年 、 ローデ ンバ ックはパ リに戻 り、 生涯 この地 に住みっ く。 ガ ンで も

ブ リュッセルで も結局精 神的安住 を見出せ なか ったため と言 われ る。② しか

しパ リで のその後 の執筆活動 において はもっぱ ら故郷ベルギ ー、 とりわ け北

方 フラ ンドル地方への郷愁をテーマ とした詩や小説を書 き続 けることにな る。

その心情 は作家 自身 の次 の言葉 で説 明 され るだろ うか。「芸術活動 のため の

強烈 な力 を有す るフ ランスの首都」 こそが、作 家達 にその 「小 さな故郷を書

かせ るのだ。」首 都 は 「後退 を促 しノス タル ジーを創 出す るのだ」 と。 さ ら

に彼 は言 う。「もはや所有 して いない もの を こそ、人 は愛 する ものだ」 と。{3〕

P.ベ ル トラ ンによれ ば、 ロー デ ンバ ックに とって フラ ン ドルとい う 「小 さ

な故郷」 は、パ リにいて語 り理想化 す ることで こそその偉大 さが見えて くる

ので あ って、そ のよ うな力 の源 は ブ リュー ジュにもガンにも、 ブ リュ ッセル

にさえ なか った とい う。彼 のパ リでの成功 は 「フラ ンス文学 」 という巨大 な

力 にまず依存 し、 その枠内で、異 国へ の郷愁 とい う独 自性を最大限発揮す る

ことにあったの だ。[4)

『死 都 ブルー ジュ』Bruges-1α 一Morte(以 下 『死都 』 と省略す る)は1892

年2月4日 か ら14日 まで10回 の連載 で 『フィガ ロ』 紙に初発表 された。4ヶ

月後 には、序文 と2っ の章、最終部 を加筆 して、単 行本 と して出版 され る。
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反響 は初 めは少 なか った ものの、数年後 に フラ ンスで次 第 に購読者が増えて

い った とい う。〔5)ローデ ンバ ックが 自著 の読 者 をベルギ ー人で はな くフラ ン

ス人 に想定 して いた ことは、 まず 出版方法 か ら明 らかであ ろう。1877年 か ら

1889年 までは彼 の作品 はパ リとブ リュッセルの両方で出版 されていたのだが、

移住後 の1889年 以 降 はすべ ての作 品についてパ リの出版 社のみ とつ き合 うこ

とにな り、 言 ってみれば故国へ の配 慮が見 られな くな るのだ。(6〕そ して実際

に作 品はフラ ンスの読者 にこそ迎え られたのであ った。それに対 してベルギー、

と りわ けブ リュー ジュの住人 たちは この 「死都 」を偽 りの イメー ジと して、

む しろ激 しく非難す る ことにな ったのであ る。

とりわ け 『フ ィガ ロ』紙 との関係 は注 目に値 す る。実 はすで に 『死都』 出

版4年 前の1888年6月 と9月 に、彼 は同紙 の 「世界一周」 というコラムに、

フラ ン ドル、オ ラ ンダ、 ブル ターニ ュ諸都市 にっいての 「詩的」 ルポルター

ジュを依頼 され執筆 して いるのであ る。扱 ったの はブ リュー ジュ、ゲ ン ト、

ワルヘー レ ン島、 サ ン=マ ロであ った評 従 って ブ リュージュを舞 台 と した

物語 は同紙 にと って、 そ して おそ らくは ローデ ンバ ックにとって も、 この ル

ポルター ジュの延長 としての性格 を持 っていたので はな いか と考 え られ る。

っ ま り、 フラ ンス人 のための、見知 らぬ土地 の紹介であ る。

それ に応え るよ うに、 フ ランス人読者 の評価 も主 に北方の異国情緒 とい う

面 に向 け られて いた。例 えばA.ス テー ヴェンスStevensは 「連載 第1回 か ら

私 は自分が ブルー ジュにいる気 が した。 あの、 北の ヴェニスに」 と、 また南

仏 に住 む八 ドーデ は 「たとえあ なたの北国 が私 の南 国か らどれ ほど離 れて

いよ うと」 と形容す る。〔8)マラル メ も、 ローデ ンバ ック宛の手紙 の中で、 こ

の作品 にお けるフ ラン ドル都市 の魅 力を賞賛 す るので ある。 「この都 市の沈

黙 と死 にゆ く影 の透明 さは別 として、 あなた は間違 いな くそ の数 々の魅力 を

喚起 させて くれ ます。」〔9〕ただ し同 じ手紙 の中で マラル メは、詩人 の立場か ら

『死都』 におけ る詩的 な要素 も高 く評価 して いる。 っま り 「詩 を小説 に、 小

説 を詩 に至 らせ る現代的 な企 て」 を実現 したam希 有 な作家 と して、言葉 その

ものの独 自性 を も指摘 したのであ った。 いずれ に して もパ リの人 々の印象は、
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次 のよ うに要 約で きるで あろ う。「北国 の異 国情 緒 と、今 日流 行の デカダ ン

スの雰囲気の混合、す なわ ち北 の都市 の憂醒、 フ ラン ドルのべギ ン会修道会

の神秘主義、中世建築 の暗 さ、死ん でいる ことで美 しい都市、生 の拒否、 な

どで ある。」"1)

そ れ で はローデ ンバ ックは、 どのよ うに して 「フ ラン ドル」 とい う印をテ

クス ト化 して いるのだろ うか。 またなぜその試 みにこだわ ったのであろ うか。

我々 は次章以 降、 テクス トの構造や諸要素 を分析 しつ っ この問題 を考察 して

いきたいと思 うQ

Hテ ク ス トの 時 間 構 成 につ いて

『死都 』の物語 の時間 に関 して まず気づ くのは、 ブ リュー ジュの年 中行事

によ って季節 が示 唆 されて いることで ある。物語 は11月 のある 日暮 れ時 に始

まるのだが、 その翌 日が 「マ リアさまのこ奉献 の日」 と設定 されている。 ま

た結 末 はブ リュー ジュの伝統的 な祭 りで あるキ リス トの 「聖血行列」 の 日で

あ ることか ら、翌 年5月 の こととわか る。 ただ、初 めと終 わ りは このよ うに

確定 で きるのだが、その間6ヶ 月の時間的推移 の指標 はきわめて少 な く、曖

昧であ る。 時間に関す る記述 は以下 のようなものに限 られ るのだ。妻 に似 た

女性 を見かけた衝 撃の 日以来、主人公ユ ーグが その女性 にや っと再会 したの

は 「一週 間後 の月曜 日」であ る。以来、彼女す なわち女優 ジャーヌが フ ラン

スの リールか らや って きて ブ リュージュで行 なう週2度 の公演 の度 に逢瀬 を

重 ね る。 やが てユー グは彼女 のため に街外 れに家 を買 うことで、「出会 った

日か らすで に数 ヵ月 して」「うその人生」 を始 め る。 やが て女 中のバル ブが

主人 の不倫 の うわ さを知 るのは 「三 月のあ る日曜 日の復活祭」 の日のことで

あ る。

こうしてみると、時間的指標 はもっぱ ら3っ の大 きな行事、 しか もブ リュー

ジュ独特 の宗教 的行事 のみに限 られてい ることがわか る。 そ して現実 に存在

す る一 っの都市 を舞台 とした季節 の移 り行 きに物語の進行 を合わせ、一見写

実主義小説ふ うの衣 をま といっっ、 実 は正確 な 日付 も、時代や年の特定 さえ
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なされて いな いので ある。 おそ らく読者 は この物語 の時代設定 を作 家の生 き

た19世 紀末 と考え ることがで きるだろ うが、実 はその根拠 はないのであ る。

明示 され るの はただ、 カ トリックの祭祀 による秋 か ら春 への時間進行のみで

ある。 「このテ クス トの ブ リュー ジュは時間の外 をただよ って いるよ うに見

え る」 と指摘 す る者 もい る評 少 な くと も中世以来毎年繰 り返 されて きた は

ずの宗教行事 の指標 は、線 的な歴史的時間を無化す るもので はないだ ろうか。

それ はまた時間の永遠性 を表す象徴 と もな り得 るのであ る。

季節 と時刻 の設定 に も注 目 してお こう。物語 は11月 に始 まり5月 上旬 に終

わ るので あるか ら季節 の中心 は冬 である。生 き物 や世界 は 「死」 に向か う時

で ある。 この時 ユーグは といえ ば偽 りの生 を 「生 きて いる」。逆 に復活 祭を

過 ぎて 「聖血行列」 によ り 「キ リス ト」 が人 々の面前に現れた時、ユ ーグに

とって の世界 は終 わる。要 するにユー グは 「死」 を生 きてい るのだ。 また、

一 日の中 の時刻 につ いて も特徴 がある
。 冒頭 は11月 の暮れ方 に始 まり、ユ ー

グの散歩 は常 に夕暮れ時 である。 また ジャンヌとの逢瀬 も夜 に限 られ る。灰

色 の街 を薄暗が りか闇 が支配す る。 時刻 の観 点か ら見て も、 テクス ト全体が

「闇」 すなわち 「死 」を呈示 して いると言 えるのだ。

薄暗が りや闇 の支配 は、 メーテル ランクの 「ペ レアスとメ リザ ン ド』 にお

いて も重要 な要素 であ った。 ただ し、メ リザ ン ドの出現か ら死 まで は、春か

ら夏、秋 へと、季節 は生命 の誕生 と活動 をなぞ るような もので あ った。 そ し

て、物 語世界 は一種 の 「異界」 「夢 の世 界」 の出現 で はあったが、 その中で

ドラマ は上昇 してか ら下 降す る半 円を描 いていた。⑱ それ に対 して 『死都』

における ドラマはひたす ら 「負 」の方向へ と引 きず られ、世界 の徹底的 な否

定、 「無」化が 目指 されて いると言 えないだろ うか。

皿 空 間構成 と事物 主義

「死都』のテクス トにおいて一種の時間の抽象化が起こっているとすれば、

空間描写に関 しても同様の現象があるように思われる。従来の評者たちは、

ブリュージュの街、教会の内部、ユーグの邸内などがきわめて写実的に微細
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に、 いわばフラ ン ドル派絵画 のよ うに描 き出されてい ることを指 摘 し、 フェ

ルメールや フ ァン ・アイク らの精緻 な事物描写 に このテ クス トを例 え ること

によってその 「フラ ンドル」性 を説明 してみせた。我 々 もそれ は否定 しない。

ブ リュー ジュは白 ・黒 ・灰の微妙 なニュア ンスによ ってま さに絵 画的に描 写

されて いるか らであ る。

(…)町 の どの通 りで も、家 々の正面が無限 の細か い色合 いの変化 に富

んでい る。薄い緑色のペ ンキ を塗 った家、 目地 の白い色裾せ た煉瓦 の家

があるか と思 えば、す ぐ横には、渋い木炭画、腐蝕銅版画 の色の黒 い家 々

が並ぶ。 隣の家の色調が い くらか明 るか ったのを、 この黒色 がっ ぐない

補 ってい るよ うだ。そ して、 ともか くこの全体か ら、灰色が発散 し、漂

い、岸壁 みたいに並んだ石の壁沿 いに広が って行 くので ある。卿

ユー グの家の室 内は、 妻の形見の品々 に埋 め尽 くされ、 それ らの事物 の一っ

一 っに 目配 りがなされてい る
。

亡 き人の指 の跡 が、そのまま消 されず に、家具 のいたる所 に残 って いる

よ うに見 えた。 ソファに も、長 椅子に も、肘掛 け椅子 に も、亡 き人が一

度 は座 った ことがあ るか らに は、その体がその まま残 って いるふ うだ っ

た。 カーテ ンの襲 も、亡 き人 がっ けた まま に、かわ らぬ姿を とどめて い

た。 そ して、鏡 の中の化粧用 スポ ンジ、 ハ ンカチな どは、そ の奥 に故人

の面影が深 く眠 っているのだか ら、 そのっややかな表面 に触れ るにもど

れほどにか慎重 にや って もらわねばな らぬか と思われ るのだ った。 けれ

ど、 ユーグが と りわけ大事 に し、 どんな ことがあろ うと壊 して はな らぬ

と思 って いたのは、亡 き人 のポー トレー トだ った。 いろんな年齢の時の

ポー トレー トが、暖炉 の上、 円卓 の上、壁 の上 な ど、そ こい ら中一面 に

置 いてあ った。 それか ら、何 に もま して、 一 もし万 一の ことがあ った

ら、魂 も粉 々に砕かれ て しま うと思 えるほどに、 一 そ っくりそのまま、



7

大切 に守 って きた髪の毛が あ った。 これだ けは、箪笥 の引 き出 しに も暗

い小箱の中 にも しまい込み た くなか った。(p17)

次の例は、聖血行列の祭りの早朝に女中のバルブが用意する聖器の数々の列

挙である。

銀の燭台を戸棚か ら出 して きた。金 メ ッキを した銀製 の小 さな花瓶、香

を焚 く混 炉な ども出 した。 ひとつずつ の品 を布 で こす って磨 き上 げ、金

属面が鏡 みたい にぴかぴか になるまで に した。 また、上質 のテー ブル ク

ロス も取 り出 して きて、 い くつか の小 テー ブルにか ぶせ、 ひ とっ ひ とっ

の窓の前 にそれを置 いた。一種 の仮祭壇 とい うしっ らえだ った。十字架

像、聖母 マ リアの小 さな像 などを中心 に して、何本 かの蝋燭 を立 て、 マ

リア さ まの 月5月 にふ さわ しい、 か わ いい祭 壇 が 出来 上 が った …

(pp241-242)

さ ら に主人公 は、 いやむ しろ 「語 り手」 はフ ラン ドル派 の絵画 やその他 の

フラン ドル芸術 に直接言及 し、時 には絵画作品 その ものを言葉 で描写 する こ

ともあ る。ユー グの 日々の散歩 は、 あたか もブ リュー ジュの街 のあち らこち

らに保存 されて いるフラ ン ドル芸術 の精髄へ と読者 を導 くことを 目的 として

い るかの ように さえ思われて くる。例 えば、 ノー トル ダム教会 の側面礼拝堂

奥 にあ るシ ャルル豪胆 王 とマ リー ・ド ・ブル ゴーニ ュの墓(p73)、 サ ン ・

ソヴール教会 内の 「ステ ン ドグラスの花園」 と 「老 いを知 らぬ見事 な絵画 一

プル ビュス、 フ ァン ・オ ルライ、 エ ラスムス ・クエ リヌス、 クライエール、

永遠 に萎れぬチ ュー リップの花環 に飾 られ たセ ヒェルスなどの絵 画」、「三 っ

折 り絵 屏風や祭 壇の装飾 衝立」(p202)、 エ ルサ レム礼拝堂 の一番 奥の 「墓

の中のキ リス ト像」(p205)、 そ して とりわ けユ ーグが好 んだの は 「サ ンジャ

ン病院」の中の 「神の ごときメム リンクの無垢 な傑作群」で あった。(p205)

病 院 内を さ らに進む と 「とうと うユーグは芸術 の聖域 にた どり着 いた。 そ こ
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に は比類 のない何枚かの絵があ り、聖女 ウルス ラの名高い聖遺物厘が光を放 っ

ている」(p206)。

女 中のバルブは復活 祭の 日に珍 しく外出を許 され、ベ ギーヌ会修道院へ と

向か う。 その時、彼女 が通 る中庭 の草原 は 「ヤ ン ・フ ァン ・アイクの牧場」

さなが らの 「過越 の小羊 と見まが う羊が一匹、草を食んで いる」風景 と して

描 出され るのである。(p158)

と こ ろで、 こ うい った一見写実 的な 「事物 」の描写 も、微視的 な視点か ら

少 し離 れてみ ると、 む しろどれ もが非現 実的な ものであ ることに我々 は気づ

くことになるであろ う。 まず、 ブ リュー ジュの街 につ いてだが、実 はユーグ

はその風景を運河 の水面上 に見 てい るのであ る。悲 しみ にうっむ きなが ら歩

き回 る時、 ユーグの傍 らに は常 に静止 し淀んだ運河が寄添 っているのであ る。

冒頭 の描写 もすで にそれを象徴 する もの とな ってい る。「[ユーグの]部 屋 の

窓 は、 ロゼール河岸通 りに面 していた。 この河岸 通 り沿 いに家が あって、水

に影 を映 して いた。」(52)

部 屋 の中の小物 にっ いて も、 これ らはすべて妻 の想 い出に結びっい たもの

で、 「死者」 の、 す なわ ち 「不在」 の象徴 と して の事物 なので ある。 また、

絵画作品の描写 にっいて は、 まさ しく描かれ た人物 や事物 自体が 「今 ・ここ」

への 「不在」を象徴す ることになるのではないか。 しか もユ ーグが好む絵、

つ まり語 り手があえて言及す る絵 は主 に中世 フラン ドルの宗教 画であ る。 ブ

リュージュはここで 「中世」 とい うユーグの生 きてい る時間 とはおそ ら く別

の、架空の時間を テクス ト上 に現前 させ る ことにな るのだ。 それ は素朴で純

粋な時代であ り、敬度で人 々は死 の概念 に強 く支配 されていた時代であ る。

そ してユ ーグもまた中世人 たちのよ うに罪 による地獄 の業 火を恐れ、神 秘を

信 じてい るのであ る。

ベギ ン会修道 院 自体 、 テクス トの記述 とは異 な って実 は ローデ ンバ ックの

時代 にはすでに完 全 に廃れてお り、修道女 はわず か しか残 っていなか った と

いう。現 在で は、 ここの建物 に住み、かつて のべギ ン会修道女 と同 じ衣 と規

律を採用 して い る女性 たちは、 別 の宗派 に属す るのだ とい う。05)っま り 『死
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都』 に描かれた修 道女 たち は、19世 紀末 のブ リュー ジュにはす でに存在 して

いなか ったはずなので ある。

こう して、 ローデ ンバ ックの 「ブ リュー ジュ」 は細部 に こだわ り写実 的で

あれ ばあるほど、逆 にユーグの物語 の舞台 と思 われ る19世 紀末 の 「現実 の」

街か らは遠 ざか り、非現実的 な別 の世界 を創 出す ることにな ると言 えないだ

ろうか。 それ は魂 の状態 に呼応す る一っ の神話 的世 界であ り、 またすべてを

無化す る 「死」 の世界 に も通ず るものだ。我 々はそれを ファン ・アイ クの作

品 の一つ 『アルノルフ ィー二夫 妻の肖像』 に書 き込 まれた鏡の中の風景 に例

える こともで きるだろ う。 この絵 は夫妻 が結 婚の誓 いの儀式を行な う室内の

様子を精緻 に描 き出 したものである。 この室内の壁 に掛 か った凸面鏡が、ず っ

と手前 にあるはずの入 口に立 っ訪問者を も含め た部屋全体 を、改 めて忠実 に

映 し直 してい るとい うものであ る。 この絵 にお いて も事物 は精緻 に書 き込 ま

れ るほど、創造 によ る非現 実的世界 を暗示 し、 そ して鏡 の中の別世界へ と見

る者 を誘 うことにな るのであ る。

ローデ ンバ ックが選んだ都市 ブ リュー ジュは彼 の 「心象風景」 に他 な らな

か ったのだ。 それ は何 よりも幼年時代 に祖父 の もとへ遊 びに行 った想 い出の

地 にす ぎず、それゆえ当時 の活力 ある港 町の雰囲気 は抹消 されているのであ

る。従 って テクス トの描写 の出発点 は作家 の、 そ して主人 公の内的風景 であ

り、 それが外在化 したときに 「ど こか手 ごたえす ら感 じさせ る奇妙 な現実感

をそなえ は じめる潤 ことにな るので ある。

IV沈 黙 の美 学

『死都」 にお ける時間 と空間 の 「不在」 と 「永遠性 」、 それ に起因 す る

「死」 の概念 の支配 を見 て きた。次 に、 同 じよ うに 「死」 と結 びっ く要 素 と

して 「沈黙」 のテーマに 目を向 けることに しよう。 この テーマはメーテル ラ

ンクの 『ペ レアス とメ リザ ン ド』で も支配的な もので あった。 ローデ ンバ ッ

クはそれを どのよ うに してテ クス ト化 して いるで あろ うか。

ローデ ンバ ックは7歳 ほど後輩 にあたるメーテル ランクとはきわめて似通 っ
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た 経歴 を持 っ。 共に、 ガ ンの有名校サ ン ト・バ ルブ男子高校、 ガ ン大学法学

部、パ リでの弁護士修業 と文学修業を経 て、故郷 での しば らくの活動 ののち、

フランスへの永住 を果たす。 この ような共通の人生 を辿 りっつ、二人 は同 じ

世紀末 の象徴主義 の潮流 の中で、 フラン ドル民族性 を表現す る新 たな 「言語」

の探究 に向かい、 その手段 の一っ として 「沈黙」の美学 を見出 したので ある。

メーテル ラ ンクは例 えば 『ペ レア スとメ リザ ン ド」 の中で、 「沈黙 」 にっ

いて 「水が眠 っているのが聞 こえそ うな」 と表現 した。バ シュラールによれ

ばそれ は 「物質化 された静寂」 としての 「水」 の役割を明 らか に した もので

あ り、 このように我 々が 「沈黙」 とい うものを理解す るには 「何か 口をっ ぐ

む もの」 を見 る必要 があ るとい う評 メーテル ラ ンクにおいて は、登場 人物

たちは話 し続 ける。 そ して コ ミュニケー シ ョンの奇妙 なずれ、いわば切断面

を 「見せ る」 ことで 「沈黙」 を象徴 させていた と言 え る謂

それでは 「死都」 にお ける 「沈黙」 はどのよ うに表象 されて いるだろ うか。

まず 『ペ レアス』 と異な るの は、主人公 自身が きわめて寡黙 で、 家政婦以 外

は話 し相手 もな く、殆 ど無言であ ることだ ろ う。 もちろん 『ペ レアス』 とい

う戯曲において は登場 人物 どう しの対話か らテ クス トは織 りなされるのであ

るか ら、 たいてい誰かが しゃべ って いるとい うジャンル上 の必要性 はあるだ

ろ う。 しか し 『死都』 において は登場人物の背後 にいる 「語 り手」が饒舌 に

語 ることになる。 この 「語 り手」 は、 「沈,黙の都 市」 のイメー ジを完壁 にす

る ことに専 ら没頭 してい るよ うに思 われ る。それ はまず前述 したよ うな静止

した風景 や 「事物」 の精緻 な描写 によ って行なわれ るで あろ う。 さ らにこ こ

で注 目 したいのが、音 の事物化 であ る。 つ まり 「語 り手」 は物語 の中で響 い

た音 を、 ことごと く 「視覚化」 し一種 の静止 した事物 と して我々 に呈示す る

ことで、 テクス トの静寂 を保持 しよ うとしてい るかのよ うなのであ る。

この種 のイメー ジで最 も頻 出するのはブ リュー ジュの中心 に甕え るベ フロ

ワ(鐘 楼)の 鐘の音で あろう。例 えば次 のよ うに描 かれ る。

その 日は特 に、妻 を亡 くしたこの男 にと って過去 を思 い起 こすのがっ ら
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か った。11月 の灰色 の空 のせいだ った。 消え去 った年月の灰を振 りま く

か のよ うに、 鐘 が空 中に音 の粒 々を振 りまいて いた空の せいだ った。

(P54)

妻 を亡 くしたユーグに とって、 ここで鐘の音 は悲 しみの暗 い大気の色、 そ

して死者 の灰 のイメー ジとな って 自らを包み込む もの となるのだ。灰色、 そ

して黒 とい った単色 は、 ブ リュー ジュの街の形容 に一貫 して用 い られて いる

ものである。鐘 の音は この街 の色に も呼応す るので ある。

毎 日が夜で、万聖節 の趣を呈 してい るブ リュー ジュの街の通 りの灰色 は、

なん とも佗 しい。(…)鐘 の音 までがそ うだ った。 どち らか といえば、

鐘 の音 は黒 と思 えそ うだが、ふわ りと脹れて空 に溶 ける と、 同 じく灰色

の ざわ め きとな り、運 河の水 の上 を流 れ、 飛 びはね、波 打 って行 く。

(pp129-130)

ま た 次の よ うな描 写 もある。 「死 んだ街 ブ リュージュのために、 よ うや く

生 き残 ったいちばん高い鐘楼か ら、 またお告 げの鐘 が降 り落 ちて くる。深 い

悲 しみを泣 くか の ように。」(p186)こ の 直前 に、 日暮 れ時 に降 り出 した霧

雨が激 しい雨 とな り、ユ ーグの悲 しみ を増す記述 がある。鐘 の音 は、 その雨

のイ メージとご く自然 に呼応 して 「降 り落 ちて くる」 もの とな ったの は明 ら

かで ある。 また 「香煙」 のイ メー ジに もな る。「日が な一 日、鐘 は目に見 え

ぬ黒 い香炉 を振 り動か して、 音の香煙 をあた り一面 に振 りまいた。」(p198)

ジ ャ ーヌとの生活 に初 めて罪 の意識 を感 じは じめた時に は、 鐘の音 は次の よ

うにユ ーグに警告を発す る鳥 の姿 となる。

それ に、鐘 の音 までが、一緒 にな って襲 いかか って きた。 この頃、ユ ー

グは、毎 晩のよ うに、 日ま しにまさる苦悩、 ジャーヌに対す る恋の苦悩、

亡き妻への哀惜、 自分 の罪 や地獄落 ちの確 か さへの恐怖 をかかえて、 さ
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まよい歩 いて いた……鐘 の音 の説得 の調子 は、初 めの うち、親 しみを こ

め、 さとして聞かせ るふ うなのだが、程な く、慈悲心 をか なぐりすてて、

叱責 をぶ ちまけて くる、 一塔 の周囲 を舞 う鳥 に も似 て、いわばユー グの

まわ りに、 まざまざ と姿 を見せ、 は っき りと生 々 しく、 一 こち らを押

さえつ け、頭の中 に侵入 し、手込 めに し、暴行 を働 き、惨 めな人間の愛

をむ りや り奪 い取 り、罪を抜 き去 ろ うと追 って くるのだ った。(p214)

テ ク ス ト最 終部の イメージは圧倒的で ある。 まるでブルー ジュを覆 う大気

全体を、 いや、 この世のすべて を鐘 の音が満 た し埋 あ尽 くして しま うかのよ

うであ る。その音 は 「鉄の花 び ら」 となって我 々の眼前 に迫 って くる。

沈黙 の中に、 鐘の音が響 いて きた。鐘 とい う鐘が、 いちどきに鳴 り出 し

て、聖血 の行列がその礼拝堂 に帰 りっ いたのを告 げていた。 これで終わ っ

たのだ、 美 しい行 列 も……存在 して いたすべ ての もの も、歌 うた ってい

たすべての もの も一生 命に似た もの、暁 の蘇 り も。通 りとい う通 りは、

ふたたびが らん と空 しくな った。街 もまた、 ひとりぼっちの孤独 な姿 に

かえろ うとしていた。

そ して ユー グは、 ただ切 りもな く、 つぶ や いて い るば か りだ った。

「死ん だ……死 んで しま った……死 んだ街 ブ リュー ジュ……」 と、 機械

のよ うに、気抜 け した声 で。 それ はまるで、倦み はてて、 のろのろと後

を引 く、最後 の鐘 の音、衰 え切 った小 さな老婆 さなが らに、鉄 の花 び ら

を、 けだ るげに一枚一 枚、 一 街 にふ りか けるためなのか、墓 にふ りか

けるためなのか、 一 ば ら撒 くと もみえ る鐘 の調 べに合わせ てのつぶや

きとも思えるのだった。「死 んだ……死んで しま った……死んだ街 ブ リュー

ジュ……」 とQ(p273)

さ らに、鐘 の音以外 の音 も、 同様 の技法 によ って ことごと く視覚 化 されて

いる。 その数例 を挙 げてお こう。亡 き妻 の声、 そ して生 き写 しの ジャー ヌの
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声 は 「低 い金属 的な声、 ブロ ンズを含 んだ銀 の声」 と形 容 され(p98)、 聖

血行 列の歌声 は 「かぼそ くて途切 れが ちなソプ ラノの歌の花環」 とな る(p

259)。 この行列 の鈴 の音 は、ひ とっ にな って 「霰」 となる(p261)。

さて、本来 「音」 とは時間的な現 象である。従 ってそれを視覚化 した瞬間、

時は止 ま ることにな る。っま り、音を 「沈黙」 させ るこ とは時 を静止 させ る

ことに もっなが るのであ る。 ロー デ ンバ ックは 「動 く」 ものを ことごとく静

止 した別 の事物 に、 とりわ け 「色」の イメー ジに固定化 し、静止画像 のよ う

に描 写 している ことに も注 目 した い。 これ を 「沈黙」 の美学 を一層押 し進 め

る操作 と看倣 す ことがで きるので はな いか。

例 えば運河 に降 り注 ぐ雨は涙、針、捕われ た小鳥 とい ったイメー ジに次 々

と変 え られてい る。

外 は、相 変わ らず細かい雨が降 り しきって いた。秋 の終 わ りによ く降 る

霧 雨だ った。 ま っす ぐに、涙の ように降 り落 ちて、水溜 ま りをつ くり、

空気 に しみ入 り、 運河の水面 に無数の針を突 き立て、濡 れた網 に とらえ

られた小鳥 が、網 目にか らまって もが くよ うに、人 の心 をっかんで凍 え

させ る、 そんな細 かい雨……(p63)

ブ リュー ジュの街を行 き来す る人々 は灰色か黒 の色彩 イメー ジに還元 され

てい る。 彼 らは個 々に生活 し動いて いるはずで あるに もかか わ らず、次 の例

に見 られ るよ うに生命を失い一っ に融解 し、都市 の風景 と一体化 したイメー

ジと化 してい るのであ る。

この[ブ リュー ジュの街の]灰 色 は、修道女 たちの頭 巾の白色 と、司祭

たちの法 衣の黒色、 この街を たえず行 き来 し、 いたる所 に しみ込 んだ と

見え る白色 と黒色 とが混 ざってで きた もの とも思 える。永遠 に漠 とした

喪の期間がっつ くよ うな この灰色 の、神秘 な妖 しさ。(p129)
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ジ ャ ーヌとの出会いの場面 も色の通過 によって のみ表 される。

動転 のあまりに、心臓 が止 まりそ うにな った。死ぬか と思 うほどだった。

耳の所で、血 管がず きず き鳴 った。 白いモス リン、花嫁 のヴェール、初

聖体 拝領 の少女 た ちの列がっつ いて通 り過 ぎ、 目が朦朧 と していた。 そ

のあ と、 す ぐ近 くに、黒い シル エ ッ トが浮か び出て、 自分 の横 を通 って

いった。(pp86-87)

お そ ら く実際には賑やかに聞 こえた はず の少女 たちの話 し声 も、 テクス ト上

には全 く痕跡を残 していない。花嫁 と少女たちの 「白」の群れに続 いた 「黒」

とい うコン トラス トに よって、ユ ーグの衝撃が見事 に視覚化 されていると言

え る。

家政婦 バル ブが出席 したべギ ーヌ会修道院での復活祭 の ミサの様子 にっい

て も、色彩 が印象 的であ る。

その人[修 道 女コ た ちは、聖職者席す なわ ち聖歌隊席 のす ぐそばに並 ん

だ二 列の、木 彫 りの椅子席 に座 を占めた。ず らりと頭 巾が並ん でいた。

白い リンネル製 の羽根 が、動 きもせず に並 び、 ステ ン ドグラス越 しに注

ぐ太陽の光 を受 けて、赤や青 に染 まって見え た。(pp161-162)

す で に明 らかであ るが、 イメージと しての色彩 はきわめて単純化 され た も

のであ る。 ブ リュージュの通 りや建 物、人々、ユ ーグの悲 しみ にまっ わる も

の はすべて黒 か灰色、 宗教 的な清純 さは白で、 この三っ の色が テクス トの大

部分 を覆 う支配 的な ものであ る。引用例での赤や青 は、 それ に対 して、外部

か らのいわば異質 な光 の色 であ ると考え られ るだ ろ う。特 にここで表 されて

い るのは、太 陽の光 の色であ り、 ステ ンドグラスという聖 なる物 を通 した神

の光 、希望 の光 の色であ る。 もう一 っ頻出す るのが金色で ある。 これ は死ん

だ妻 の髪 の色 であ ると同時に、 宗教 儀式 に関係す る聖器の色で もある。 また
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光その ものの色で もあって、少 な くと もユ ーグにと っては宗教 的で特権的 な

ものであ ることは間違い ない。

色彩 イメー ジの例を最後 に もう一つ見て お こう。

ああ、 ブ リュージュの通 りの この灰色 は、いつ になって も同 じだった。

ユー グは、 自分の心が次第次第 に、 この灰色 と同 じ色 に染 め られてい

くのを感 じていた。 こち らの心 までが、 この沈黙 の広が り、通 る人 もな

い空 しさに影響 されて い くのだ った。 一 通 るの は、 ただ、黒い マ ン ト

を着、顔 を頭 巾に包んだ何人 かの老婆 だけ、ま るで亡霊に も似て、サ ン ・

サ ン(聖 血)の 礼拝堂へお灯明をあげに行 って、帰 る途中 の老婆だ けだ っ

た。(p182)

黒 は死の象徴 で もあ る。 ここで はブ リュー ジュの人 々自体が 「死」 とな り亡

霊 とな る。音 や動 きの視覚化 は時間の停止で あ り、死で あ り、 そ してまさに

それゆえ に こそ、「永 遠」 の時 間の表徴 と もな るのだ。 メーテル ラ ンク もこ

う言 って いる。 「言葉 は時 間 の もので あ り、 沈黙 は永遠 の もので ある。La

paroleestdutemps,1esilenceder6ternit6.」a9〕 ローデンバ ックは 「ブリュー

ジュ」 とい う一っの世界の中の音 と動 きを視覚化 とい う手段 で見事 に沈黙 さ

せ、 この永遠 の時間の美学を実践 し得 たのだ と言えよ う。

V風 景写真 と都市の影

「沈黙」と時間の静止に関与するものとして もう一っ注目しておきたいの

が、単行本出版の際にローデ ンバ ック自身が選んで挿入 した35枚 にものぼる

モノクロ写真である。それがいかに意図的に行なわれ、また作品にとって重

要な意味を持っかは、序文に見る通 りである。

(…)そ こで、 ブ リュー ジュとい う舞台装置が小説 の発展 と切 り離せ ぬ

ものであ る以上、本書で もところどころに風景写真 を挿入 してお く必要
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が あ った。す なわ ち、河岸、人気 のない街の通 り、古 い家々、運河、ベ

ギーヌ会修道院、教会、金銀細工 の信心用具 、ベ フロワ(鐘 楼)な どの

写真 をQ(…)(p50)

しか し、1892年 の フ ラマ リオ ンFlammarion初 版 本 に挿入 され た これ ら

の写真 は、出版事情 のせ いで しば しば起 こることで はあ るが、以後の諸版で

は同社 ・他社 のすべて の版 において削除されて しま った。 それに伴 って序文

全体 、 あるい は上記 引用箇所 部分 のみが省 略 され る ことに もな ったのであ

る。⑳1998年 の フラマ リオ ン版に至 って ようや く、初版本 の体裁 そのままの、

全写真 を伴 った テクス トが復 活す ることにな った。(本 稿 引用 のために参照

して いるのは この1998年 版 で ある。)そ のため もあ って、 同書 の編者J.-P.ベ

ル トラ ンとD.グ ロイ ノフスキ の解 説 では もっぱ ら写真 の重要性 に焦点 が当

て られ ることになった。以下、 この解説 を参考 に しっっ、テ クス トの重要な

部分 と しての写真 の意味 を我 々 も考察 してい くことにす る。

各写真 には1ペ ー ジ全体が使用 され、 そのペー ジの裏 は白紙なので、35枚

の写真 は量的にはテクス ト全体の約1/3を 占 めることになる。写真集 と言 っ

て もよいほど、視覚的 イ ンパ ク トは強い。 なぜ このよ うな操作を したのだ ろ

うか。 まず考え られ るのは、商売上 の理 由であろ う。35枚 の挿 絵を画家に注

文す る代わ りに、すで にス トックされていた写真 を選 ぶの は経済的であ る。

また同時 に観光案内的 な効果 も狙 って、 ブ リュー ジュとい う都 市の視覚 的な

魅力 によって読者 の気 を引 こ うと したのではないか。

ところで19世 紀末 は、写真技術 の発達 に伴 い、 とりわ け肖像画や写実絵画

との間で芸術論争が激 しくな った時代 である。 そ して写真はたいてい絵 画 に

劣 るもの と看倣 されて いた。前者 は現実 を物質化 し、 余 りに も露骨 に呈 示す

るものだ とい うので ある。 ゾ ラやモーパ ッサ ンら自然主義 作家たちで さえ、

「生活 」 を撮 る ことは必然的 に陳腐 な もの とな り、芸術家 の才能 によ る独創

性や ヴ ィジ ョンを欠 いた もの となる、 と主張 したのであ る。eDま してや小説

作品 に写真挿画を持 ち込む ことは、 その芸術 的価 値を眩め ることにしかな ら
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ない とい う。 同時の人々がいか にこの問題 に関心 を持 って いたかは、例 えば

1898年1月 に 『メルキ ュール ・ド ・フラ ンス』誌 が著名人 に対 して 「写真挿

画つ き小説 にっいての ア ンケー ト」 を実施 した ことか らもうかが える評 写

真 に対 して好 意的な返答 もあるが、多 くは 「写真 は現実 その もので、 デ ッサ

ンは非現実的」で あることか ら、虚構 の創造物 であ る小説 には後者 がふ さわ

しい、 といった意見で あった。例え ば ピエール ・ルイスは特 に人物 肖像 に言

及 し、 アタラに しろ、 ボヴ ァリー夫人 に出て くる農業振興会会長 に しろ、誰

もそ のモデル にはな り得 ない、従 って写真 を容認 はす るが実 際 には小説 には

使用で きないとの見解 を示 している。

さて、 『死都』 の場合、読 者受 けを狙 って挿入 した と思 われ る写真 は、結

局本 の価格 を吊 り上 げ ることにな った。価格 が上 がれば対 象読 者 は上流階級

の人 々、 つま り知 的 レベル、美学 的鑑識 眼の高い傾向の人 とな る。その人々

は写真 に対す る偏 見がよ り強い。 それ も初版 出版当初 は読者数がの びなか っ

た理 由 らしいのだ。 ローデ ンバ ックが こうい った状況を どれだ け認識 して い

たか はわか らないが、 『死都 」 の写真 が本来重要 な意味を持 っていた事 実 は

変 わ らない。 テ クス トの一部 と してのその効果 を具体的 に確認 してお きたい。

写 真は主 に ブ リュー ジュの街、 しか もほとん どが人物 のいない建物や通 り

だ けの光景で あ り、 白黒 のモ ノ トー ンとともに、「沈黙」 の支 配す る雰囲気

を一 層深め る役割 を果た して いることはまず間違 いない。詳細 に見 れば、35

枚 中12枚 に人物が写 ってお り、全部で約40人 、 その うちは っきりしているの

は24人 のみで ある。いずれ も遠景 に影の ように見えるだけで、顔 はもちろん、

その存在 さえ注意 しなけれ ば気づか ないほど目立 たない ものであ る。 ところ

で1枚 だ け、写真で はない手描 きの絵が ある。 ベギ ン会修道 院へ向か う女 た

ちが比較的近距離か ら、顔 の表情 も明瞭 に描 かれている ものであ る。絵 画に

おいて は人物 の匿名性 や虚構性 が保持 でき るのだ とい うことをま さに証 明す

るか のよ うな1枚 の挿入で ある。 ローデ ンバ ックは これ らの写真をすべて、

観光写真 を専門 に扱 う 「レヴィ/ヌ ル ダ ンLevyetNeurdein」 社 に提 供 し

て もらった とい う謹 実 は同社保存 のネガに は通行人 で一 杯の通 りの光景 も
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数 多 くあ った ら しい。 しか も採用 され たネガの検証 によ って、 印刷段 階で人

物 がわ ざわざ消 されてい るもの も見っか ったとい う課 「無人 の街」 のイメー

ジ作 りには意 図的な操作 があ った ことが ここで も実証 されるわけであ る。

同様 の操作 はほか にもある。鐘 楼が テ クス ト全体 を支配 し、「書物 の上 に

長 々と、い くつ もの高 い塔影がのびて くるのを感 じとっていただけるよ うに」

とい う序文 どお り、街 の様 々な場 所か ら撮 影 され た写真 のほとん どに、鐘楼

が写 っているのであ る。 さらに、 淀んだ運 河の配 して ある写真 も多 いが、編

者 による とここで も手 が加 え られてお り、 特 に構図 の下 の方が暗 い運河 の黒

の色調 になるよ うに、 ネガの枠組 みが しば しばず らして あるのだ とい う。っ

ま り日の光 に反射す る水 の部分 は切取 られてい るのであ る調

初 めの連載時 にはな く、 あ とか ら追加 された写真であ るとはいえ、 この よ

うに意図的 に選択 され手 を加 え られた 「作 品」 は、 テクス ト本文の内容 に も

呼応 して いる。 ユーグの散歩 に合 わせて街 の光景 が次々 と現 れ るように して

あるのだ。ユ ーグが サ ン ・ソヴール教会 の中へ入 る場面 で は、あえて建物 内

部、す なわ ち柱廊 とパ イプオルガ ンの写真 が現 れ る。 また、 サ ン ・ジャ ン病

院 メム リンク美術館内の聖女 ウルス ラの聖遺物 厘の写真 もユ ーグの視 線に合

わせて挿入 されてい る。ユ ーグの辿 る道筋 にはほ とんど必然性 はない。 あ る

とすれば、それ はブ リュージュの静寂 を象徴す る町並 み、歴史 的 ・宗教 的記

念物を網羅的に紹 介 しよ うとす る、む しろ作家 の意 図による と思 われ るので

あ る。

意 図的な操作 は さらに時間 レベ ルに も見 られ る。一枚一枚 の写真 は基本 的

には 「現 実」 の光景 であ る。 しか しこれ らの全体 を眺 めてみたと き、奇妙 な

感覚 に捕 われるのであ る。 ほ とん どが同 じ トー ンで、似通 った家 や通 り、運

河が執拗 に呈示 され る。 それ は過剰 とも言え る繰 り返 しで ある。 しか も、風

景 はある目的地 に向けて順 に展 開 され るので はな く、夢遊病者 の偶然 の移動

にっいてい くかのよ うで、街 のあち らこち らの一角がふ いに出現す るので あ

る。 時には同 じ場所 が別 の角度 や異 な った距 離か ら現れて も くる。 また、明

らか に同一 の運河 と家並 みをわずかにずれた位置か らとった2枚 の写真が あ
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るが 、 よ く比較 してみ ると、同 じ場所 の木 の大 きさが全 く異 な ってい る。 別

の例で は、物語の季節 は晩秋 の記述 であるのに、写真 の中で は広葉樹 の葉 の

生 い茂 ってい るのが見 られ る。 ネガの調査 によ るとこれは春 の風景 であ るら

しい。あ るい はまた、朝か午後 にとったと思 われる 日光 の濃い影があ るもの

が、夕暮れ時の記述 に添え られて いる。

写真撮影の 日時 も年 も、実際 ば らば らであ った らしい。1892年 当 時の もの

か ら、古 いもので は1870年 代 の もある。 ここには時間的 な秩序 は存在 しない。

木の成長や伐 採の謎 もこれで解 けるわけである。錯覚 は、 白黒 写真 とい う当

時の写真技術 にも負 って いる。 それ は暗 いモノ トー ンの寒 々 と したイ メー ジ

を、実 は錯覚 で しかな い 「現実」 の呈示 によ って創 り出すために は最適 であ

ろう。 こう して写真 という 「写実的」で あるはずの35枚 の挿 画に、主観 的な

「虚構」 が入 り込 み得た ことがわか った。 その とき無人 の街 は、 ある場所、

あ る時刻の実 在の イメージで あるに も拘 わ らず、奇妙 に非現実 的な様相 と永

遠の時間性を帯び始め るのだ。 その効果 を最大限 に発揮 で きるのがま さに当

時の写真だ ったのであ る。

VI都 市の支 配 と他者の侵入

「死都』は一見写実的な描写を伴った小説であり、情念の苦 しみから恋人

を殺すという三面記事的な枠組みを持ち、主人公の複雑な心理状態を追 うも

のである。 しか し精緻なイメージ群は、全体としては非現実的で異質な世界

を我々に差 し出すことを見てきた。これを、ゴルセーは情念的事件の物語 と

併存する、幻想物語的な側面であると指摘する。㈱ しかしはた して幻想物語

の枠内 にもおさま り得る ものであろうか。 というの も、幻想小説conte

fantastiqueと は、一般的な定義に従えば 「神秘的な事象が現実性ある物語

の中に突然起 こる」ものである。ところが 『死都」の場合、冒頭から主人公

の彷裡するブリュージュという都市は死者の影に浸された非現実的な世界と

して呈示 される。やがてこの神秘の世界に外から侵入 してくるのは、死者の

像が生身の姿 となって出てきたかのような、きわめて現実的な踊子 ジャーヌ
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であ る。 そ して彼女 の死 とともに、 ブ リュージュは再び 「死」の世界 に還 っ

て物語 は終わ る。 これは、 いわば逆転 した 「幻想小説」 と言 えないだ ろうか。

それではふっ う 「現実」 の側 に身をお き、不可解 な現象を解明 して い くべ

きテ クス トの確 固た る 「語 り手」 は、 ここで は存在 しな いので あろうか。序

文で は、「ブ リュー ジュの街」 自体 が 「主要人物 のひ とり」 であ ると宣言 さ

れ る。 そ して この都市 とい う 「登場 人物」 はユ ーグや他の登場人物 たちの行

動 い っさいを監視 し、 コメン トす る役割を担 って いるように も見え る。 しか

しあたか も都市 自体 に語 らせ るために、た とえば鐘楼や運河、家 などが擬人

化 され ることはない。 あ くまで も主人公の歩み とと もに、彼 を通 して都市 自

身の存在 は間接 的に、 しか し確 か に感 じられ るので ある。 ここで は都市 「ブ

リュー ジュ」 の声 の性 質を他の登場人物た ちとのかかわ りか ら見てお くこと

に しよ う。

まず、都市 が 「ギ要人物 の一 人」 と して人々の行動を導 くべ く力 を及 ぼす

ことに関 して、2、3の 例 を引いてみ よう。

その夜は、足の向か うま ま歩 き回 って いる うち、 いっ もよ り以上 に、暗

い思 い出に取 り愚 かれた。 思 い出 は、暗 い橋の下か ら湧 いて 出て きた。

橋の表面 には、 どこか ら滲みだ して きたと も知れぬ水が、 い くっ もの人

の顔 を浮 かび上 が らせてい るのだ った。表戸 を閉 ざ した家 々、死 に際 の

人の どんよ り曇 った 目さなが らの窓、水 に細手 の階段 の縮ん だ影 を浮 か

べているみ たいな切 り妻か らも、何 か しら死 の匂 いが立 ちのぼ ってきた。

(P70)

街 は、ユー グの上に また、影響力 を及 ぼ しっっ あった。 じっと動かず、

高貴 な白鳥を浮かべて静 けさを守 る運河 か らは、沈黙の教えを学 ばされ、

黙 りこくった河岸 は、忍従の模範 を示 し、 どこで も視界 をさえぎ って そ

びえ る、 ノー トル ・ダムやサ ン ・ソヴールの高 い鐘楼か らは、何 に もま

して信仰 と禁欲の生活へのすすめが降 り落 ちて くる。 ユーグは、本能的
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にそち らの方 へ と目を上 げて、救いを求 めよ うと もした。けれど、塔 は、

この男のみ じめな人間愛 に嘲罵を もって報 いて くるのだ った。(pp188-

189)

ユ ー グは これまでに もま して、妻 に対す るわが身の罪深 さを覚え た。急

に、風 が起 こった。岸 辺のポプ ラ並木が悲鳴 をあげた。水が騒 いで、す

ぐかたわ らの運 河で は白鳥た ちが難渋 して いた。何百年、何世紀 とここ

に住 む白鳥 たちで、 一 伝説 によ ると、 一 ひとっ の紋章 の中か らここへ

降 って きた とい うことだ った。 ブ リュー ジュの街 は、 この白鳥 たちを永

久に養育 す る定めを負わ されて いた。(p233)

この よ うな例 は、 テクス ト中の いたると ころに読 み取 れる。 そ して この都

市の雰囲気、 支配力 は、 もう一人 の 「主要人物」 であるユー グの魂 の状態 に

直接 影響を与 え、互 いに呼応 し合 うことになる。 ところでユー グの内面 の声

は、 しば しばテ クス トの 「語 り手」 の声 と一体化 し、 直接読者 に向け られ る

かのよ うな印象を与え る。 これ は自由間接話法 の頻繁 な使用 によ る効 果であ

ると思われ る。次 はその ご く一例 である。

自殺を考えた こと もあ った。 それ もま じめに、ず っと前か らだ った。

あ あ、 あの女を、 自分 はどん なに激 しく愛 していた ことか。 あの 目が今

も自分を見っめて いる。 あの声 はど うな ったのだ。 自分が追 いか け続 け

てや まなか ったのに、地 平線 の向 こうに、遠 く遠 く消えて行 って しまっ

た。 あの女 のい ったい何 が、 こんな気持 ち にさせ るのだ ろう。今 は死ん

で、 どこに もいない身だ とい うのに、 ここまで まった く自分 を縛 りつけ、

この世すべてか ら引 き離 して しま う程 の力を及ぼ して くるのだか ら。舌

先 に、いっまで も消えぬ灰の味だけを残す という死海産 の果実みた いな、

恋が あるのだろ うか。

ユーグが 自殺 の執念 に打 ち勝っ ことがで きたの も、 また亡 き妻 のため
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だ った。(…)だ か ら、生 きて きた。祈 りも した。 どこか天 の国 で、 妻

が自分を待 って くれて いるのだ と想像 して、慰めに もしてきた。教会 で、

オルガ ンの音 に聞 き入 りなが ら、妻 を思 うこともあ った。(pp71-72)

テ ク ス トは基本的 に三人称過去形 の、 いわゆ る伝統 的な小説の形式を用 い、

物語 に対す る第三者 と して の 「語 り手」 の存在 を暗示 す るものであ る。 それ

が、引用文の ように主節を省略 して登場人物 の 「内的告 白」 を直接呈示 す る

かの よ うに装 うことで、「語 り手」 の声を曖昧 にす ることがで きるので ある。

「語 り手」 の声 はそのあ り所 を明確 にせず に、極 力姿 を消 そ うと しているか

のよ うであ る。 だ とすれ ば、 ローデ ンバ ックは、 ユ ーグの行動 を支配 す る

「都市 」 に もまた、 直接語 らせよ うと したので はないだろ うか。 その ことか

らユ ーグの行動を絶えず コメ ン トす るのは実 は 「都市」 自身 なのだ とも考 え

られ よう。

G.ミ シ ョーはこのよ うなユ ーグ とブ リュー ジュ とい う二人の 「主要 人物」

の関係が4っ の段 階 に分 けられ ると考えて いる。 それによる と、 まず冒頭 で

は孤独なユー グは過去の思 い出の投影す なわ ち 「死」 と してのブ リュー ジュ

に対峙 してい る。 次に女優 ジャーヌとの 出会 い以後 は 「生 きた都市 ブ リュー

ジュ」 と拘わ ることにな り、 この時 「死都 ブ リュー ジュ」 は置 き去 りにされ

る。やがて罪の意識 か らユー グは再 び 「死の都」へ と戻 り、 この時にはジャー

ヌが排 除 され る。最終部 で は 「死都 ブ リュージュ」 はさ らに死 に、 ジャーヌ

は死 んだ妻 と一体 化 し、ユー グは完全 な孤独 の中 にひと り残 される、 とい う

ものであ る評

この過程を参考 にす るな らば我 々 は次の ことに も気づ く。 「死都」 と寄添

う第1段 階ではユー グの内面 の声が頻出す るの に対 し、 ジャーヌとの出会 い

以後 は、 ユー グとジャー ヌは外 側か ら客観的 に描かれ ることが多 くな り、物

語 は主 に二人 の対話、即 ち実 際に発 せ られた声 によって進行す るということ

であ る。 そ して、第3、 第4段 階で は再 びユ ーグの内的独 白が増え るので あ

る。 っま りユーグの行動 を支え る暗黙の 「語 り手」 は 「死んだ都」 と しての
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ブ リュー ジュであ って、その声が しば しばユ ーグと一体化す るのだと考え る

ことがで きる。 そのために 「死都」か らユ ーグが遠 ざか るとき、 この 「語 り

手」 はユー グを外 か ら描写 す ることにな るので ある。 ブ リュー ジュは この物

語 の中では基本 的に 「死んだ」っ まり時間 の外 にある永遠化 され た都市で あ

るのだが、 ジャー ヌとの 日々にお いて は 「生 きた」「現在」 の都市 という別

の世 界に変質 してい るのだ と言え よう。

それでは、都市 を このよ うに変質 させ る ジャーヌの出現 は何 を意味す るの

だろ うか。他 の2人 の女性 すなわ ち死んだ妻 とバ ルブとの比較か ら考 えて み

よ う。 まず、 「死ん だ妻 」 にっ いて何 よ りも特徴 的なの は、常 に 「彼女elle」

とい う代 名詞 でのみ言 及 され名前が与え られて いないことで ある。 もちろん

ユー グの思い出、意識の中以外で姿を見せ ること もない。 しか し、危 うい存

在 であ る彼女 の 「死」 こそがユ ーグにブル ー ジュを選 ばせ、 ジャーヌ との関

係 を結 ばせ、 さ らに殺 人の動機 に もな るので あるか ら、 その支配力 はきわ め

て大 き く、テクス トの隅々にまで及んでいる。それは我々が考 えた 「語 り手=

死 都 」 とに重 ね る こ と さえ で きる ので はな い か。 いわ ゆ る 「運 命 の女

femmefatale」 と も言 え る 「彼女」 は都市 と一 体化 し、 ユ ーグの行動を促

す と同時に監視 し批判 もす る者なので ある。

女 中バル ブは敬 度なカ トリック教徒で、 ブ リュー ジュの地 に根 ざ した典型

的な フラン ドル女性 と言える。彼女を、教会 や修道院 の影 にっ きま とわれ た、

死んだ妻同様 の一種 の 「媒介者 」 と考 え る評者 もいる。㈱ しか し、死んだ妻

が 「不在者」 と して闇の中か らユ ーグを罰す る とす れば、バ ルブはむ しろ具

体 的な 「存在者」 と して ブ リュー ジュの街 と一体化 し、 目に見 え る形 で、っ

ま り主人の元 を去 ることでその不倫を罰す るのである。 いず れに して も、妻

とバル ブは 「死んだ都市」の側 にいる者 たちで ある。

それ に対 し、 ジャーヌは明 らか に外 か らの侵入者で あ り、「現実」 の側 に

属す者であ る。 言い換えれば、死 に対す る生、精神 に対す る肉的 な もの、聖

に対 す る俗であ る。我々 はジ ャーヌが フラ ンスの リールか ら毎週月曜 日に公

演のために ブ リュー ジュへや って くる劇団 の一員 だ と知 る。上演演 目はフ ラ
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ン スのマイアベアのオペ ラ 「悪魔 ロベール』 である。 このオペ ラは ロマ ン主

義作 品特有 の情熱 と華 やか さ、そ して雄弁 さ、冗長 さと共 に、悪魔 による修

道女の誘惑、死者 の復活をテーマとする。っまり沈黙のカ トリックの街 ブ リュー

ジュとは明確 に対立 す る一 っの象徴 なので ある。

ローデ ンバ ックが読者 として想定 し、 目配せ を送 っているのが フランス人

であ るとすれば、 ジャー ヌとい う異質 な 「他者」 は実際 には読者 にと っての

「我 々」 の、 まさに現実 の出現 とい うことになる。 確か にあ る意味で はユー

グに とっての ドラマは ジャーヌとの出会 いにこそあ り、 これが主要 な事件 あ

るい は冒険なのだ とも考 え られ よう。非現実的 な世界 か ら現実 の世界 に しば

らくの問移行 す るとい う、前述 の逆転 した幻想小説 である。 フランス人読者

に とっては、 ジャー ヌは例えば同時代の 自然主義小説 に見 られる、 ナナやニ

ニ とい った娼婦 の系列 に繋 が るもの と看倣す こと も可能 なのではないか。

ただ、 ジャーヌ ・スコ ッ トJaneScottと い う明 らか に フラ ンス人的 では

ない、む しろイギ リス的 な名前 に は注意す べ きだ ろ う。(英 語 読みで は ジェ

イ ン ・スコ ッ トとな る。)こ の名前 にっ いて の説 明 はテクス ト内に はない。

一説 では
、19世 紀末 の芸術傾向の一っの流行で あった、 イギ リスか ら輸入 さ

れた ラファエル前派 の女性 像の具現化を暗示す る名、 またス コッ トラン ドを

舞台 とした シェイ クス ピア劇 のオ フィー リアのイメー ジを連想 させる名 と解

釈 されて いる。四 さ らに彼 女 は、 ヨー ロ ッパ全体 にお ける同時代の芸術志 向

の典型 的な表象 であ るのだ とい うメ ッセー ジと も解釈 できるだろ う。 また同

時に ジャーヌは、 いかに も作 りものの芸名 と、実 は染 めて いるのだとい う偽

の金髪 によ って、理想 の女性像 のパ ロディとも化 して しま うのだ。

ユーグが借 りてや るジャー ヌの家の正確な位置が、巧妙 に特定 できな くし

てあ るとい う ドワズ レの指摘 も興味深 い。実在の ブ リュー ジュの中に、鐘楼

や教会、修道院 な どの歴史 的建 造物 は もちろん、「ロゼール川通 りに面 して」

いて聖血行列 を窓 か ら見おろせ、反対側で は水 に影 を落 とす ユーグの家 も、

地 図上 でその位置 を確認 す ることがで きる。 それ に対 して ジャーヌの家 につ

いては、 い くつかの手 がか りが示 されて いるに も拘わ らず容易 に特定で きな
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いのであ る。例 えば 「ユー グは ジャーヌのた めに緑 の野 と風車小屋 の郊外へ

みちび く遊歩道 のほ とりに、一軒 の明 るい家を借 りて」や ったこと、街 なか

を抜 けて通 うために暇な ブル ジ ョワたちの好 奇の 目に晒 され ること、人気の

少 ない地域 にある こと、 ベギー ヌ会修道院の近所 にあること、 などのお およ

その手 がか りはある。 「まもな く町中の人 々 は、 そ して シス ター ・ロザ リー

もジャー ヌの家 の ことを知 った」 とあ るが、 ドワズ レは 「読者 を除 いて」皆

が知 って いるのだ と気 づ く。「まるで、 男 は自分 の後 をっ けて くるものを巻

こうとしているかのよ うであ る。 あ まりにもジャーヌに対す る所有欲 と嫉妬

が強 いので、彼 は誰一人 として ジャーヌの家を見っ けだせ ないように用心 し

ているのである。轡 あま りに も生 々 しい肉体 と しての存在感を持 った彼女を

「生 きた」 ブ リュー ジュの中 に位置づ け ることは、虚 構の街 ブ リュー ジュの

イメー ジを破壊 して しまいかねないのだ。 ユ ーグが追 い求 める真の理想、美 は

結局 は 「不在」 の妻 に付与 されてい る。 それ は現実の時空間の外 にある理想

のブ リュー ジュの中に しかないイ メー ジであ る。

皿 「ベ ル ギ ー文 学 」 と して の 『死 都』

「ローデ ンバ ックの小説 には ほとん ど筋 ら しい筋がな い。それ に対 しパ ウ

ル ショッ トの台本 に拠 るコル ンゴル トのオペ ラ 『死の都市』 は、め りはりの

効 いた ドラマを展開す る。」 これ は、1920年 に初演 され た コル ンゴル トのオ

ペ ラ作 品評で ある評 ローデ ンバ ックの 『死都』 は フランスで受容 され、20

世 紀 になると戯曲 やオペ ラ、映 画へ と、様 々な形 で脚色 ・作品化 され、 テク

ス トは一人歩 きを始 ある ことにな る。 その時 フラン ドルの 「神話」 はその本

来 の意味 を失 うで あろ うことは、 シャルル ・ド ・コステルの 『ウー レンシュ

ピーゲル伝説』や メーテル ランクの 『ペ レア スとメ リザ ンド」 などの場合 と

同様である。異 なる文脈 の中で は必然的にテクス トは別 の物 となるのだ。 ロー

デ ンバ ックにおいて もこの事実 を最後 に確認 してお きたい と思 う。

例えば コル ンゴル トの作品は、 どのような経緯で創 られたのだろ うか。 ロー

デ ンバ ックは元来詩人 であ り、「死都』 出版後 ま もな く、 パ リの人 々のため



26

に一 幕 韻文劇 「ヴェールLeVoile』 を執筆 す る。 これ は生 前 に上演 され る

唯一 の戯曲 となるの だが、初演 は1894年5月21日 、 コメディー ・フラ ンセー

ズにお いてで あ った。 フ ランス古典劇 の殿堂 が は じめてベル ギー人作家を受

け入 れた一 っの 「事件」 で もあ った。 『死都 」同様 に フラ ン ドルの宗 教的 ・

神秘的雰囲気を重要 なテーマ とす る作 品であ る。 その後、作家みずか ら 「死

都」 を戯曲化 した 『幻影LeMirαge』 も執 筆、1901年 に死後 出版 され る。

初演 は ドイッ語翻訳 テクス トによ り、1903年 ベ ル リンにお いてで あった。 こ

のテクス トによ って オース トリア人作 曲家 コル ンゴル トはイ ンス ピレー ショ

ンを受 け、 自らのオペ ラ 『死 の都市DietoteStαdt」 を 創造 す る ことにな

る。歌詞 はパ ウル ・ショッ トPaulSchott(コ ル ンゴル ト自身 と、有名な評

論家で もあった彼 の父 との合作で、そのペ ンネーム)に よる、 ドイッ語 であ っ

た。初演 は1920年12月4日 、 ハ ンブル クとケル ンで同時 に行 なわれ た。翌年

にはウ ィー ン歌劇場 で も上演 され、 ま もな くヨーロ ッパお よび北 アメ リカの

主要 な歌劇場の レパ ー トリーに組 み込 まれ、 しば ら くの間世界的 な受容層 を

獲得す ることになる。

プ ッチー二 も 「死都』 のオペ ラ化 を計画 した ことがあ るというが、結局世

界 に 『死都 ブ リュー ジュ」 と原作 者 ローデ ンバ ックの名を知 らしあす ことに

な ったのは、 ドイツ言吾テクス トによ る ドイ ツ ・オペ ラとなったので ある。 そ

れ は単に異な った芸術 ジャンルにお ける再編 にとどま らず、 言葉、物語、テー

マなどあ らゆる側面 において大 きな変質 を伴 うもの ともなった。詳細 な比較

は本稿 では行 なわないが、重要 な相違点 のみを指摘 してお きたい。

まず登場 人物達 たちの名前 であ る。 ユ ーグはパ ウルPaul、 女 中バル ブは

ブ リギ ッタBrigitta、 ジ ャー ヌはマ リエ ッタMariettaと 変 え られ る。重大

な変化 は亡 き妻 にマ リーMarieと い う、 生 き写 しの女優 との重層性 を露 骨

に示す名が与え られ た ことであろ う。 さらに原作 には存在 しない、主人公 の

友人 フ ランクFranckが 登 場 し、相 談相手 と して、 また女優 への恋の ライバ

ル として、冷静 に友 の行為 を見守 り判 断 し最終 的 には現実の世界 に引 き戻す

役 を担 う。マ リエ ッタは リールか ら劇団の一 員と して仲間 と共にブ リュー ジュ
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に乗 り込んで きたことは同 じで ある。 しか し原作 に はない、劇 団員たちの登

場、 マ リエ ッタとの派手 な掛 け合 い、 そ してオペ ラに は不可欠の華やかな歌

と踊 りの場面 を繰 り広 げるので ある。

本章 冒頭で引用 したオペ ラ批評 中の 「め りはりの きいた」印象 は、お そ ら

く物語 における諸 テーマの二項対立 を明確化 した ことにも起因す ると思われ

る。っ ま り、パ ウルや彼 の友人、女 中の属 す ブ リュー ジュとい う 「北」 に、

フ ランスあるいはイ タ リア的な雰 囲気 を持ち込む マ リエ ッタたちの 「南」が

対置 され、 さ らにマ リー とマ リエ ッタにおいて は死 と生、聖 と俗、精神 と肉

体 とい った対立が極端 なまでに強調 して描かれ るので ある。 またマイアベア

のオペ ラ 『悪魔 ロベール』 は、原作 にお ける ジャーヌの衝撃的 な出現 の舞台

装置 とい う役割 をは るかに越 えて、醜悪 なまでの 「俗」 の世界、 きらびやか

な快 楽の世界 を徹底 的に見せ るため に、劇中劇 と して挿入 され るのであ る。

何 よ りも根本 的な相 違は物語 の冒頭 と結末で、 そのために ローデ ンバ ック

の創造 した世界 は完全 に逆 転 して しまうほどになる。原作 は秋 の夕暮 れ時に

始 ま り、物語 は基 本的 に街の薄暗が りの中で進行 する。 それに対 してオペ ラ

は 「日の光の注 ぐ秋の午後」の室内で幕 を開 け、前述 のよ うにマ リエ ッタや

劇 団員た ちとの激 しいや り取 りや舞台 の華や かな光 の世 界を展 開 させ ること

にな る。 そ して結 末 は驚 くことに、女優 を絞 め殺 したあ とでパ ウル は夢 か ら

目覚 めて、 日光 に照 らされ た室内 にいる自分 を見 いだすのであ る。 そ こには

フラ ンクがお り、 マ リエ ッタが忘れ た傘 を取 りに戻 って くる。 彼女 は、亡 き

妻の面影のみを追 い続 けて現実 を見 よ うとしなか ったパ ウル に微笑み ととも

に別れを告げ、立 ち去 って い く。パ ウルは フランクに誘 われて、死の支配す

るブ リュージュの街 を離れ る決心 をするのであ る譜

い ったい何が起 こったのだろ うか。 オペ ラで は、主人公の狂乱 と殺人 はす

べてが夢 の中、っ ま り非現実 の出来事 とな り、それを光 に満 ちた確固 たる現

実世界が包み込 む形 にな って いるのである。 ここで は現実世界 はブ リュー ジュ

で あ り、 フラ ンクやブ リギ ッタのい る社 会であ る。逆 に非現実 はマ リエ ッタ

の世界、劇団 による饗宴、情念 にか られた殺 人 ということになる。亡 き妻 の
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幻 影 は、現実 の都市 ブ リュー ジュか ら夢の世界へ と主人公 を誘 う象徴的 な存

在 となるだろう。パ ウルはその二っの世界を跨 ぎ、最後 にはこち ら側へ と戻 っ

て くるのである。 あえて単純化 すれば、現 実 は北方=ゲ ルマ ン世界で あ り、

非現実 は南=ラ テ ン世界 とい う図式 も見えて くるので はないか。 そ して主人

公 が最後 に属す世界 は前者 とな る。 ここで は暗黙の うちに、 ドイッ人 の送 り

手 と受 け手 を前提 と した一種 の民族 主義 的な観 点が織 り込 まれて はい ないだ

ろ うか。 オペラ とは もと もと民族 主義、 国家主 義的な面 を持 って いるもので

あろ う。 それ は一種 の祝祭 であ り、 あ る国、 あ る民 族の精神を高揚 させ る総

合芸術 なので ある。他 の民族 ・文化 のステ レオ タイプ化 によ る人種差別 は、

多かれ少 なかれ特 に この芸術 ジャンルにおいて は しば しば見 られ るもので は

ないだ ろうかQ

この ような別 の視点の導入 によ り、 ローデ ンバ ックのテ クス トにお ける最

も重要 な要素が消滅 して しま った ことに我 々は気 づ くのであ る。 それ は 「主

要 な登場人物」のひ とりであるブ リュージュとい う都市、 この 「不在 の都市」

の影 と、そ こに ジャーヌとい う 「現実」が侵入 して くる とい う設定 であ る。

ローデ ンバ ックが観客 すな わち テクス トの受 け手 と想定 した フ ランス人 が

「現実」 世界 に属 す とすれ ば、 オペ ラに おいて は 「現 実」 をゲル マ ン世界

(こ こで はフラ ン ドル と ドイツは同 じ側 にある)の 受 け手が担 うことにな る

のであ る。

コル ンゴル トがおそ らく意識 的に変更 し消滅 させて しま った ものが、 「ど

こに もない沈黙 の都市」 ブ リュー ジュの イメー ジで あ り、 それ こそが ローデ

ンバ ックの 「死都』 の最 も根 源的な ものだ った と言え る。付加す れば、舞台

上 では妻 の幻影 がマ リエ ッタ役 の歌 手の姿 で視覚化 されて実際 に登場 し、パ

ウル と語 り合 う。っ ま り、妻 はその名前だ けでな く姿 も現す ので ある。 それ

は ローデ ンバ ックが 「死都」 において巧妙 に最 も避 けよ うと した事態 にほか

な らない。

小説 の映画化 にっ いて も、 同様 の変 質を伴 わざ るをえない ことが問題 とな

る。 「死都 ブ リュー ジュ」 と題 され る映画 はこれ までに3回 、1977年 ・1980
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年(フ ランス語)、1981年(オ ラ ンダ語)に 製作 された評 それぞれの解釈 に

よ って ブ リュー ジュの町並 みや社 会、 妻や ジャーヌを映像化 したとい うが、

繊細 に描 けば描 くほど ローデ ンバ ックの世 界か らは離れて い くことになるの

だ。 これは前述 したよ うな、小説 への人物写真 挿入の問題 と も重 なる もので

ある。

その意味で も 『死都』が イ ンス ピレー シ ョンを与えた芸術作品 のうち、絵

画 ジャンルだ けは都市 のイメー ジをさほ どかえず、む しろ視 覚的 に定着 させ

る役割 を果 たす こ とに な った。 い うまで もな くフェルナ ン ・クノ ップ フの

「見捨て られた街」 及 び 『死都 』 の挿絵 とな る一連 の ブ リュー ジュの人気 の

ない街 のデ ッサ ンが その代表 であ る。 また レヴィ ・デュル メルの 「ローデ ン

バ ックの肖像」 は、 ブ リュー ジュ と 『死都」 のテ クス トと作家の イメージと

を一枚 の絵の中で見事 に表現 して みせ た。絵画 とは本質的 に 「不在」を描 く

もので あり、事物 は描かれ た瞬間 に必然 的に 「現実 」か ら乖 離 した、無時間

的 なイ メージの痕跡 を画布 の上 に定着 させ るものなのであ る。

どこにもない もの、周縁で あ って、 また交差点 で もあ るもの、それが 「ベ

ルギー文学」 のひとつの特徴であることを、 ローデ ンバ ックの 『死都 ブリュー

ジュ」で も確認す ることになった。 さめないままの夢、 存在 のあや うさ、そ

れ は書かれた物語の特徴で もあれ ば、 テクス トの運命 その もので もあ る。 同

時代のベルギー作家の典型 と して ローデ ンバ ックも、 フラン ドル地方 に育 ち

なが らフランス語で教育を受 け、 そのために言語 の使用 に対 して敏感 にな ら

ざ るを得ない状況にあ った。誰 に向 けて、 どの言語 で何 を書 くのか。 フラ ン

ドル民族 精神 の精髄を表現す るにふ さわ しいフ ラマ ン語 は19世 紀 において は

下層 庶民の言 葉であ った。 とは言え、 フラ ンス語 を使 うフラン ドルの上流 階

級の人々 は、 隣の フラ ンスに常 に目を向 けてお り、民族主義 的文学 は ここで

も受 け入れ られに くい。 ローデ ンバ ックはフ ランス人 に向けて、 フラン ドル

を呈 示す ることを選んだ。 その時彼 はフラ ンス語 とい う読者 と共通 の言語 を

使用 しっっ 「他者 」でいな くて はな らない。 それ こそが彼 の文学 の核 とな る
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もの なのだ。

19世 紀 にお いて、 フ ランス語 による 「ベルギー文学」 のアイデ ンテ ィテ ィ

を追求 し、その確立を 目指 した作家 たち、 ド・コステルや メーテル ランクら

とと もに、 ローデ ンバ ック も、確か に同 じ流 れの中にいた。 この ことを彼 は

『死都 ブ リュー ジュ』 とい う、様 々な芸術 作品 とな って分 岐 して い くひ とっ

のテクス トによって、喚起 させ続 けているのであ る。
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